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はじめに
17世紀初頭に肥前有田で日本初の磁器が焼成された。17世紀の肥前磁器
の生産・流通は海外需要や支配層・都市上層民の需要に応じたものであっ
たが18世紀になると民衆の生活は向上し，日常食器としての陶磁器需要は
全国に拡大した。19世紀初頭には瀬戸・美濃でも磁器生産が確立し，有田
と瀬戸・美濃の磁器量産体制は整備され，二大産地の製品が全国に供給さ
れるようになった。
18世紀中期以降，領主財政の窮乏化が進み，諸侯は領内の特産物の中央
市場向けの流通過程に吸着するようになった。これが藩専売制である。領
内貨幣藩札で集荷独占した国産を中央市場で販売することによって藩札を
正貨に兌換することができ，流通政策と金融通貨政策とを同時に実施する
ものであった。佐賀藩は有田焼を，尾張藩は領内産の瀬戸焼と隣接する幕
領の美濃焼を対象にそれぞれ藩陶器専売制を嘉永期（1840年代）に確立さ
せた
（1）
。
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幕藩制社会が解体しつつあった近世後期から幕末期にかけての市場構造
の特徴は，米と貨幣との交換の必然性から全国経済の中核に位置づけられ
ていた中央市場大坂・江戸の流通独占の低下である。中央市場の流通独占
低下とは都市特権商人の衰退であり，これには二つの側面があった。ひと
つは市場内部での流通独占の動揺，解体であり，他方は非中央市場である
周辺市場，地方市場への販売の減少で，いわば集散機能の低下であった。
このような中央市場での特権的流通編成の退行と非特権的流通の伸張は
陶磁器取引の動向からもあきらかである。本稿では陶磁器流通を事例に，
近代移行期の市場構造の変容，全国的流通網の成立を検証する。
1 　中央市場大阪・東京陶器問屋の取引
美濃多治見の陶商西浦円治家は弘化 3 （1846）年，同 4 年に大坂，江戸
に出店し，産地問屋の強みを生かして両市場で全国規模の陶磁器取引をし
た，当時日本最大の陶商であった。はじめに明治初期の大阪店の仕入販売
動向を概観する。
（ 1）西浦屋大阪店の仕入・販売（明治11年）
美濃陶商西浦屋大坂店・江戸（東京）店の店卸勘定帳は表勘定（損益計
算書）と内証勘定（貸借対照表）との複式簿記形式で作成され，毎年多治
見本店に報告されていた。
明治11（1879）年の損益計算書（表 1 ）によれば，総仕入高は 1 万9196
円57銭8厘で，このうち美濃焼の仕入は 1 万958円余（57.2％），うち西浦
本店からの仕入は9169円余（全仕入額の47.7％）であった。次いで名古屋
陶商から仕入れた瀬戸焼が562円余（2.9％），信楽焼は京焼と合わせると
2596円余（13.5％）となり，西物（有田焼）は1634円余（8.5％）に過ぎな
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表 1　明治11年　西浦屋大坂店　店卸勘定帳（損益計算書）
◎表勘定〔損益計算表〕 （単位：円）
払方（借方） 入　方（貸　方）
仕入高①～⑤
①美濃焼
　美濃　丸佐や
　 〃 　橋善
　 〃 　覚左衛門
　 〃 　西浦万平
　 〃 　西浦本店
②瀬戸焼
　名古屋　信定
　　〃　　山陶屋兼助
　　〃　　鉄山
　　〃　　丸新
　　〃　　升屋為助
　　〃　　宇佐美屋林蔵
　尾張　　新又
③信楽焼・京焼
　信楽　伊上
　 〃 　山吉
　 〃 　米周
　 〃 　山治
　 〃 　牧野利七
　 〃 　角久
　 〃 　角十
　 〃 　魚正
　 〃 　灰九
　 〃 　コイ
　 〃 　土久
　 〃 　京仕切
　④西物代（有田焼他）
　⑤（仕入付随費）
　　盃代
　　諸品代
　　ゴス代
　　藁莚10俵
　　長角代
　　縄代
　　三河運賃
諸入用（経費・給金）
難事半持損
給金　直七
　　　新助
　　　友助
　　　正助
　　　嘉助
　　　平吉
　　　米七
　　　神蔵
入費
掛損　府下浜田米次郎
　　　和歌山米利
　　　播州岡野屋
　　　播州米新
差引（利益）
19,196.578
76.463
50.750
1,458.519
229.777
9,169.599
（10,985.108）
233.000
102.920
48.188
19.494
17.500
29.833
111.151
（562.086）
1,199.717
38.686
181.896
58.121
55.000
72.114
66.511
58.610
422.084
105.605
118.426
220.000
（2,596.770）
1,634.639
730.000
2,249.000
62.591
43.066
18.668
22.792
255.022
（3,381.139）
1,213.475
41.427
10.250
110.360
72.000
24.000
36.000
20.000
19,000
80,000
760.815
7.000
58.770
0.250
3.506
262.865
売上高
　一番帳
　二番帳
　現金帳
20,672.918
3,530.080
4,875.410
12,267.428
合　計 20,672.918 合　計 20,672.918
　注）数値は一部に整合を欠くが原史料のまま。
出典）明治11年　西浦屋大阪店「店卸勘定帳」より作成。
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表 2　明治11年　西浦屋大坂店　店卸勘定帳（貸借対照表）
◎内証勘定〔貸借対照表〕 （単位：円）
貸之部（資産） 預り分（負債･資本）
貸し金・売掛金①～④
　①覚（二番帳）
　　長崎　山下又平
　　伊予　三原喜兵衛
　　雲州　森脇屋儀兵衛
　　福山　山崎屋彦助
　　岡山　竹伴
　　篠山　小田源
　　明石　木挽屋五郎兵衛
　　 〃 　山□屋弥助
　和歌山　岡崎屋勘助
　　〃　　山口屋佐右衛門
　　〃　　日高屋安兵衛
　　〃　　直川屋新助
　　〃　　本川卯之助
　　〃　　秋山弥助
　　〃　　永岡貞蔵
　　伏見　木政
　　奈良　□盛
　②大福帳
　　肥前　山城屋文右衛門
　　伊予　米山直兵衛
　　下関　虎屋安右衛門
　　 〃 　筑前屋嘉十
　　明石　谷屋茂兵衛
　　 〃 　阿波屋四郎兵衛
　　三田　源万
　　奈良　粕屋喜兵衛
　　 〃 　井忠
　③現金帳
　　長崎　荒木七郎
　　博多　葉麺屋伊兵衛
　　博多　安川源右衛門
　　 〃 　久川治三郎
　　 〃 　久川定助
　　土佐　長尾彦七
　　 〃 　釜屋藤平
　　阿波　山浅
　　 〃 　大国屋徳助
　　伊予　米屋三郎
　　 〃 　金花
　　今治　来□屋卯定
　　 〃 　山光
　　高松　坂本屋常右衛門
　　 〃 　糸屋喜助
　　 〃 　油屋彦吉
　　伯州　米田三郎
　　安芸　西津屋大八
　　越中　下□文七
　　田名部　三木屋
　　西京　銭平
　　名古屋　白久
　④地方売り帳
　　大阪府下　西太
　　　 〃 　　為吉
　　　 〃 　　淡徳
　　　 〃 　　久七
　　　 〃 　　淡道
　　　 〃 　　竹徳
　　　 〃 　　亀助
　　　 〃 　　油吉
　　　 〃 　　直七
2,048.481
49.278
4.329
47.650
6.525
3.190
50.290
5.165
15.813
33.804
20.470
12.773
15.850
31.562
34.697
38.050
20.535
53.930
（443.917）
453.355
4.128
25.490
84.920
65.648
33.025
6.080
109.046
13.126
（794.708）
50.000
2.410
52.930
23.790
78.850
21.430
40.000
4.640
5.000
12.775
0.570
19.217
12.120
2.950
15.770
4.930
12.775
69.655
3.000
12.934
7.080
0.250
（468.228）
8.000
5.123
12.224
7.810
3.532
5.905
21.586
6.750
139.282
借用金・買掛金
　　年賦分取集〆
　　砂富講かり
　　ご本店仕切
　　着荷物之内売見込
　　水野新又
　　名古屋　山陶屋兼助
　　信楽　土又
　　　〃　米周
　　　々　久二郎
　　　々　牧野利七
　　　〃　山治
　　　〃　伊兵衛
　　土佐　吉川八内
　　広鳥　吉田屋源兵衛
　　播州　平吉
　　伊賀　山平
　　肥前　大市
元金
金残り（利益）
1,363.550
10.000
200.000
618.648
305.650
25.500
24.390
9.600
7.586
4.860
2.400
6.684
99.000
6.186
3.900
0.448
4.783
33.915
6.560.469
263.634
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　　　 〃 　　文蔵
　　　 〃 　　大見与
　　　 〃 　　木定
　　　 〃 　　備与
　　　 〃 　　伊平
　　　 〃 　　大林
　　　 〃 　　平せ
　　　 〃 　　文吉
有物（商品）
　盃代
　当座帳
　本業物（瀬戸焼）123俵
　本場物（有田焼）105箱
　京明石物
　信楽物　872俵
　水野
　美濃物　760俵
　店飾り付け物
有金
30,550
5.020
33.300
9.900
1.220
29.060
4.010
17.723
（341.628）
3.560.745
56.545
47.332
36.700
391.540
58.091
307.213
500.000
1,942.885
220.000
2,578.427
合　計 8,187.653 合　計 8.187.653
　注）数値は一部に整合を欠くが原史料のまま。
出典）明治11年　西浦屋大阪店「店卸勘定帳」より作成。
かった。仕入付随費のなかに「三河運賃255円 2 銭 2 厘」が計上されており，
新興海運勢力の内海船によって大阪に回漕していたことを示している。
総売上高は 2 万672円91銭 8 厘であるが，一番帳，二番帳，現金帳の集
計しか記載されておらず，販売先の詳細は不詳である。そこで表 2 の貸借
対照表の「売掛金」記載から販売先の傾向をみていく。貸金（売掛金）は
①覚（二番帳），②大福帳，③現金帳，④地方売り帳の各帳面の小計が記
載されているが，地方別に区分されていたわけではなく，各帳面の区分の
基準ははっきりしていない。
推測すると，①は「覚（送り状）」を出していた岡山，伊予，明石，和
歌山，奈良など近国（長崎を除く）の固定客かと思われる。このなかの雲
州森脇屋儀兵衛は手船を所有する陶商で，伊万里の武富家からも有田焼を
仕入れていた
（2）
。また②大福帳も伊予，明石，三田，奈良など近国の商人
が記載されているが，注目されるのは肥前山城屋文右衛門で，売掛金額が
453円余あった。金額が突出して多い山城屋はおそらく西浦大阪店から仕
入れた東物（瀬戸美濃焼）を肥前有田焼と合わせて日本海沿岸に売り込ん
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でいたのではないかと思われる。
また下関虎屋安右衛門も同様に伊万里で有田焼を仕入れており，虎屋は
下関の代表的な陶商で，①②に記載された下関の森脇屋，虎屋は日本海海
運で松前まで有田焼・瀬戸美濃焼を売り込んでいた商人であった。
③現金帳には山陽，山陰，四国，博多，長崎の商人への売掛金がまとめ
られている。このなかには下北半島田名部の三木屋が入っている。少額で
はあるが田名部三木屋との取引は回漕による隔地間取引の拡大を明白にし
ている。西浦屋大坂店の文久 2 年（1862）の「店卸勘定帳」の内証勘定の
預り金には「107両 1 分 1 朱　新潟客より預り」と記載されており，大坂
から田名部への販売は新潟商人が中継していたとみられる
（3）
。
損益計算書（表 1 ）の現金帳の売上高は 1 万2267円余で総売上高の
59.3％を占めていたが，貸借対照表の現金帳の売掛金は468円余でしかな
く，未回収代金は3.8％に過ぎなかった。このことから，当時の大阪店の
取引は現金取引のウエイトが高かったとみられる。
④地方売り帳には大阪府下陶商との取引が記載されている。屋号が確認
できるのは西太（西尾太七）と大見与（大見屋与助）だけで，この 2 人は
明治 2 （1869）年に佐賀藩仕組手仲買になった新興陶商である
（4）
。
では，大坂瀬戸物問屋全体が取り扱った産地別の仕入販売傾向はどうで
あったのか。明治 6 （1873）年の集計をみると
（5）
，総仕入高18万7384円余の
うち，肥前物（有田焼）は44.0％と圧倒的に多く，次いで美濃25.7％，信
楽15.2％，瀬戸6.4％，伊賀，京，淡路と続いていた。瀬戸焼は金額ベース
で美濃焼の25％，数量では56％相当分しかなかった。美濃焼は幕末期，尾
州専売仕組統制下で美濃焼の名称は出さずに瀬戸焼として扱われていたが
明治に入り，美濃焼として売り捌かれるようになっている
（6）
。
この資料が作られた頃，西浦仁三郎は天満屋平右衛門とともに大阪瀬戸
物問屋組合を設立する有力陶商になっており，大阪市場での美濃焼の取引
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量増大は西浦屋大阪店の経営躍進を反映しているのであろう。明治10，11
年に多治見本店が販売した美濃焼の半数は大阪市場向けで，大阪店は多治
見本店と直結した仕入ルートによって，仁三郎店と安兵衛店の 2 店舗で大
阪で美濃焼を独占的に販売することができたのであった
（7）
。
大阪瀬戸物問屋の総販売高は17万2030円余で，販売先は大阪周辺が
65.6％を占め，大阪に移入された焼物のほとんどが大阪周辺の地廻り圏へ
の販売であった。次いで京都の3.4％。京都陶商は大阪へ京焼を販売して
いたが，それ以上に諸国の焼物を大阪から仕入れていたのである。第 3 位
は東京で金額は6730円に過ぎず，第 4 位の播磨4978円と大差はなかった。
このデータで注目したいのは大阪地廻り・京都・大和・摂津など畿内へ
の販売高の合計は13万4169円で，全体の76.9％にのぼっていたことである。
大阪瀬戸物問屋の主要販路は地廻り圏と周辺畿内であったのである。幕藩
制的市場構造に基づく全国向けの集荷販売が「中央市場大坂」の集散機能
であると定義するならば，維新期の大阪は中央市場としての機能を希薄化
していたのであった
（8）
。
また四国・山陽・山陰ほか，焼物の産地である京都，筑前，丹波，尾張，
薩摩にも大阪から販売されていたことは，陶磁器という商品が量的な供給
面だけでなく製品の特色や個性に商品価値をもち，相互取引される側面を
もつ商品であることを示している。
当時の製品価格について，表 2 の貸借対照表「有物」項目に仕入単価が
記されている。箱と俵を同一の単位として計算すると， 1 俵あたり有田焼
3 円72銭 8 厘，美濃焼 2 円55銭 6 厘，信楽焼35銭 2 厘，瀬戸焼29銭 8 厘と
なる。美濃焼は瀬戸焼とほとんど同質でありながら高価で，信楽焼・瀬戸
焼の価格は低めであった。
また幕末期の西浦大阪店の販売圏を示す史料として「取引先一覧」が
残っていて，京都，淡路・四国・山陽・山陰地方の商人名，住所のほか定
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宿が記載されている。定宿を拠点に得意先を廻り見本販売をしていたとみ
られる。この一覧に記載されている京都の取引陶商の所在地からは焼屋
（製陶業者）が集中する五条坂の西側周辺に問屋が散在して焼物取引をし
ていた幕末期の京焼の生産・流通の空間的な広がりや地域の限定性がうか
がえる
（9）
。
（ 2）西浦屋東京店の仕入・販売（明治 9年）
西浦屋東京店の明治 9 （1876）年の店卸勘定帳の表勘定（損益計算書 表
3 ）によれば，総仕入高は 2 万4172円余。内訳は瀬戸焼9208円余（38.0％），
美濃焼3787円余（15.6％），有田焼4628円余（23.4％），京その他の産地製品
および入札分6548円余（22.7％）で，美濃焼より瀬戸焼が多かった。幕末
期の仕入高では瀬戸美濃焼が約60％を占めており
（10）
，明治になっても東京店
の主要取扱商品は瀬戸美濃焼であった 。
「今利仕入」と書かれた有田焼は仕入総額の23.4％を占めていたが，こ
こで着目したいのはその仕入先である。西浦屋江戸店は安政 6 （1859）年
から有田焼（伊万里焼または今里焼とも呼称）を仕入れていたが，その主
要な仕入先は丸駒（佐賀藩陶器専売仕組江戸蔵元犬塚駒吉），紀州（紀州
藩による擬制的な有田焼を対象とした陶器専売仕組），筑前（黒田氏国産
表 3　明治 9年　西浦屋東京店　店卸勘定帳（損益計算書）
◎表勘定〔損益計算表〕 （単位：円）
払　方（借　方） 入　方（貸　方）
有荷物（期首商品）
仕入高①～④
　①尾州仕入（瀬戸焼）
　　加登屋吉兵衛
　　福鳥屋万蔵
　　山形屋庄三郎
　　瀬戸屋伊兵衛
　　古目八
　　吉田屋善七
　　升屋為助
　　山平
　　山陶屋兼助
　　加登屋嘉兵衛
　　加登屋治□
13,620.000
24,172.990
443.030
54.612
27.585
423.447
480.128
269.013
90.759
741.187
355.724
924.498
259.843
繰越荷物（期末商品）
売上高
　上州
　相州
　野州
　下総
　常州
　近国
　奥州
　東都
　卸現金
　メ印
　㋖印
7,481.080
34,889.100
2,427.818
5,622.110
2,911.300
1,126.262
1,275.193
842.313
6,147.348
10,226.190
3,265.800
633.800
359.970
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　　土佐屋半次郎
　　植東
　　森昌
　　白甚
　　熊喜
　　伊春
　　結初
　　信定
　②濃州仕入（美濃焼）
　　西浦屋本店
　　加藤治助
　　西浦万平
　　娶木（焼）
　　徳久
　　下石連中
　　石粉
　③今利仕入（有田焼）
　　丸駒
　　紀州
　　太田
　　筑前
　　大河内・重三郎
　　新潟メ
　　新潟㋖
　④諸国仕入
　　沢屋吉兵衛（京焼）
　　江戸七（信楽焼）
　　伊賀吉（信楽焼）
　　浅野
　　水瓶
　　珠平
　　美濃山
　　山キ入札
　　井坂光三郎
　　相馬（焼）
　　天平
　　伊勢桑名河卸
　　万（屋）久（兵衛）入札
　　今（利商）社入札
　　東都諸色セリ物価
　　盃絵価
　　諸色小仕入
　　メ入札
　　○偕入札
仕入経費
　運賃
　小孵
合　計
Ⓐ－Ⓑ差引（売上総利益）
内出金分（諸入用）
　諸雑費
　普請
　旅入用
　甲法講掛金利子
　仲間預金利子
　角（別店）利子
　遠応講利子
　積金
　給金
　難事半損
差引（切込不足）
213.668
355.227
138.445
148.617
198.460
167.420
919.011
2,887.978
（9,208.675）
1,951.697
839.074
483.923
309.545
74.064
54.341
74.600
（3,787.646）
970.115
722.518
625.562
532.700
340.095
312.847
1,124.595
（4,628.432）
49.650
429.770
528.016
160.000
616.532
122.320
112.898
36.111
85.578
142.720
139.723
50.917
896.385
1,037.000
419.700
185.800
193.117
569.084
800.000
（6,548.237）
1,025.490
928.080
97.410
Ⓑ　38,838.054
3,532,054
4,141.040
2,212.000
109.250
156.920
123.000
161,875
293.000
240.000
300.000
384.500
160.495
△608.986
合　計 Ⓐ　42.370.180
合　計 42,370.180 合　計 42,370.180
　注）数値は一部に整合を欠くが原史料のまま。
出典）明治11年　西浦屋東京店「店卸勘定帳」より作成。
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扱い，筑前商人による江戸搬入）の 3 系統であった。明治 9 年の段階でも
藩専売仕法による仕入ルートは継続されていたのである。これまで廃藩置
県によって旧諸侯が介入する領主的流通機構は解体したとされてきた。し
かし具体的な仕組の概要は不詳ではあるが，各藩仕組の販売部門の枠組み
は存続し，ある程度，機能していたとみられる。
この他，西浦屋の有田焼の仕入先として太田（名古屋陶商吉田屋清右衛
門とみられる），大河内・重三郎（佐賀藩藩窯鍋島窯のあった大河内地区
の商人？），さらに新潟メ，㋖が記載されている。新潟からの有田焼の仕
入は意外感があるが，出羽山形の紅花商人は江戸経由で上方方面へ売り捌
いており
（11）
，有田焼を新潟から酒田経由の東廻り海運で江戸へ回漕していた
ことは十分考えられることである（山形紅花商人と多治見西浦屋との陶器
取引は後述）。
東京店が取引していた新潟商人㋖は明治25（1892）年の『日本商工人名
録』によれば新潟の荒物卸商高杉喜一郎で，またメは越後直江津（今町）
の陶器商栗山支店（本店三条）であった
（12）
。一方，多治見本店や伊万里陶商
が取引していた新潟商人布屋忠吉，寺田屋善次郎，伏見屋岩蔵などはいず
れも陶器卸商であり，東京店の新潟取の引先は商人層が異なっていた。
新潟メ，㋖からの仕入れは伊万里から搬出された有田焼が日本海を北上
し新潟に回漕され，その後，新潟から移出され，津軽海峡を回って東廻り
航路で江戸に搬入され，西浦東京店が仕入れていたことを示している。ま
た新潟㋖については貸借対照表「借用金・預かり金」項目に「㋖殿1126円
60銭」と多額な取引記載があり，西浦屋東京店にとって新潟商人は重要な
取引相手であったことがうかがえる。
有田焼の仕入はこの他，「諸国仕入」項目に入っている「今社入札」分
があった。「今社」とは明治 3 年に佐賀藩と有田・伊万里の有力陶商とが
出資して設立した「伊万里商社」とみられ，廃藩置県後，解散したとされ
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ているが
（13）
，明治 9 年当時，東京における有田焼販売会社として営業してい
て，西浦屋はここから1037円余を仕入れていた。この金額は多治見本店か
らの仕入額に次ぐもので，有田焼の仕入はこの今利商社分も含めると仕入
総額の23.4％になり，仕入の 4 分の 1 は有田焼であったのである。
売上についてみると，総売上高 3 万4889円余は慶応期（1865～67）とほ
ぼ同額であった。販売先は地方別に集計されていて，東都（東京）は 1 万
226円余で，卸現金売りを合わせると全売上高の38.7％であった。次いで
奥州6147円余（17.6％），相州5622円余（16.1％）と続いた。
奥州は弘化 4 （1847）年の江戸店開店当初は少額であったが，維新期に
飛躍的に販売が拡大した。奥州のどの地方に売り捌いたのか詳細にはわか
らないが，安政 6 年の「仙台貸渡高控」が残されていて，仙台の21軒の問
屋に計34貫目（60匁替えで566両余）を販売していたことが判明する。本
店は新潟，山形，秋田，横手と日本海側の東北地方に売り捌いていて，江
戸店の奥州売りは仙台などの太平洋側であった。
また近国と記載されているのは江戸地廻りの武州で，売上は842円余と
少額であった。この地域は江戸瀬戸物問屋が従来から確保していた主要販
売圏であった。下総，常州への売捌きが他地域に比べて少なかったのはこ
の地域で生産された笠間焼，益子焼が周辺地域の需要をカバーし，また江
戸市場へも売り出すほど陶業生産が進展していた地域であったからである
（14）
。
維新期の東京における焼物取引で目に付くのは「入札」による仕入で
ある。幕末期の諸家荷物（国産専売品）の売捌きでは，「市立入札」また
「問屋引請」によることが規定されていて，「市立入札」では，市立てへの
参加資格を問屋に限定し，問屋間での糴売買が奨励されていた。また「問
屋引請」の場合では，引請問屋は蔵元から送付された荷物を個別に取引す
る際には糴売買することが厳禁されていた。問屋が集合してのせり市につ
いては認められていたようで，西浦屋大坂店，江戸店の店卸勘定帳の「仕
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入」項目に「仲間せり物」の記載が毎年ある。専売仕組による市立入札の
ほかに仲間で集まり取引する市立入札が頻繁に開かれていたことを示して
いる。
諸家荷物（専売品）に限らず一般荷物でも，参加者が問屋仲間に限定さ
れていた問屋の市立て糴売買（糴市）は問題はなかったのである。ただ，
個別的な商取引の場面での糴売り・糴買いは実態はともかく厳禁されてい
た。表 3 には「万（屋）久（兵衛）入札」，「メ入札」「○入札」「○入札」
とあり，陶商が個々に開く糴市が多数あったことを示している
（15）
。
本来は，「問屋市立入札」することが規定されていた国産専売仕法の遺
制ともいえる「丸駒・紀州・筑前」の各旧専売機構からの仕入では，「せ
り市」，「入札」という記載がなく，おそらく相対取引になっていたのであ
ろう。一方，自由な相対取引をしていたとみられる一般の問屋は盛んに糴
市（メや○，○）を開催していたのであった。
明治初期の陶商が個々に開く糴市への参加は問屋に限定されていたのか，
または仲買や小売層の商人も含め不特定多数の商人が集まって自由に入札
していたのかどうか。近世以来の問屋－仲買（あるいは問屋）－小売間の
固定的な取引関係が存続する一方，不特定多数の問屋，仲買，小売などさ
まざまな商業業態の商人が混在する取引の場としての糴市が並存していた
のかどうか，はっきりしていない
（16）
。なお，「貸借対照表」の「売掛金」項
目に「㋖入札 小店売分」とあるのは，新潟商人が送ってきた商品（有田
焼）を東京で同業者を集めて売る，糴売り（市場物）が開かれていて，そ
こで売り捌いた分とみられる
（17）
。
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2　産地・集散地問屋の販路形成（中央市場・近国・遠隔地）
（ 1）多治見陶商西浦屋本店の販路（安政期，明治 7～10年）
西浦円治家は19世紀初頭以来，美濃陶業の中心地多治見村の庄屋役を
代々勤め，その政治的立場と窯株多数所持などの経済力により，東美濃
五ヵ村（多治見・笠原・久尻・高山・下石）の窯方惣代として美濃陶業全
体を掌握していた。天保 6 （1835）年に尾張藩陶器専売仕組下の「美濃焼
物取締役」に就任しその後，美濃焼の中央市場への販売を独占して急速に
陶商経営を進展させた
（18）
。
西浦屋多治見本店の経営帳簿は各種小分け帳を「不残〆高取調帳」に集
計していた。このなかの「諸国売揚高（帳）」から西浦屋本店の販売動向
を概観する。
安政期（嘉永 6 年～万延元年）の販売の特徴は中央市場大坂・江戸が主
な販路であったが，陸路で伊賀，丹波，遠州，三河，近江，上州，信州，
甲州などの近国近在へ広く売り捌いていたことである。継続的な取引先と
して信州薮原の蔦屋武兵衛など陶商ではない，その地方の有力商人への販
売がみられ
（19）
。近在への売捌きは屋号や苗字をもたない小商人を含めると小
口取引が100余口もあり，地域市場への販売が緻密化していた。
また全国各地の商人へも販売していたが取引が集中していたのは越後，
佐渡，山形，秋田，米沢，仙台で，とりわけ越後は新潟のほか，三条，与
板，加茂，中之島など信濃川沿いの内陸部の商人とも取引していた。
新潟商人の杉山政蔵，播磨屋勘三郎，植木屋長右衛門，伏見屋岩蔵，布
屋忠吉らは有田焼の搬出港伊万里の有力陶商武富家とも大口の取引をし
ており（表 6 参照），このことから九州（伊万里で有田磁器仕入）と出雲，
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越前，越中，越後，出羽（販売）を結ぶ焼物取引のネットワークが幕末期
に拡充したことが確認できる。そして美濃多治見の西浦屋の新潟，出羽商
人との直接取引は美濃焼が日本海海運による全国的な陶磁器流通網へ参入
したことを示している。また西浦大坂店の取引圏とされていた讃岐，土佐，
阿波，肥前の西国陶商とも多治見本店は直接取引をしており，内陸部美濃
と四国・西国を結ぶ焼物取引網が構築されていたことも確認できる。
明治初期（明治 7 年～10年）の諸国・東京・大阪への売上高を表 4 でみ
ると，慶応期より取引地域が減少し，限定された商人との取引に移行して
いる。あらたな取引先として記載されているのは長崎，阿波，高松，下関，
米子，加古川，酒田，高田などの商人で，これらの地域に共通することは
港町で，西廻り航路（長崎は除く）で結ばれていたことである。
多治見西浦家の秋田，山形商人との取引は嘉永から文久までは取引先も
多く，多額であったが明治期（表 4 ）には取引先，金額ともに減少してい
る
（20）
。慶応期にみられた山形（10名），最上（ 4 名），鶴岡，米沢の出羽内陸
表 4　明治 7～10年　西浦屋多治見本店　諸国・東京・大阪売上高
国 地方 商人名
1874年 1875年 1876年 1877年
明治 7 年 5 月
　～ 8 年 4 月
明治 8 年 5 月
　～ 9 年 4 月
明治 9 年 5 月
　～10年 4 月
明治10年 5 月
　～11年 4 月
諸国積入 金（円） 銀（匁） 金（円） 銀（匁） 金（円） 銀{匁） 金（円） 銀（匁）
肥前
阿波
隅岐
長州
〃
〃
〃
伯州
〃
播磨
出羽
〃
〃
〃
出羽
越後
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
長崎
高松
下閔
〃
〃
米子
〃
加古川
横手
酒田
〃
〃
久保田
新潟
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
高田
山下屋五平
野口火三郎
糸屋喜助
篠屋喜十
筑前屋嘉十
越前歴喜平
原屋清右衛門
石賀善五郎
竹屋平右衛門
按柳佐七
渡辺八郎右衛門
八木屋与五右衛門
万屋伊左衛門
八木屋茂吉
本間金之助
杉山政蔵
植木屋長右衛門
三国屋喜助
越前屋新吉
布屋忠吉
播磨屋勘三郎
寺田屋善治郎
伏見屋岩蔵
越前屋五郎七
亀田屋重蔵
北方伊八
236.110
369.780
381.580
160.790
527.330
688.540
64.510
218.260
256.310
9,072.980
8.982.800
12,060.500
13,023.400
4,025.800
1,757.880
1,0042.500
439.900
2010.640
70.590
120.070
949.760
434.845
79.266
103.213
56.571
91.775
70.975
36.560
159,578
155,828
261.191
289.146
170.575
170.840
170.014
57.628
31,928
675.351
192.480
119.335
413.197
312.530
320.778
126.495
37.548
51.110
197.870
275.920
326.360
138.200
132.360
200.580
299.320
432.560
243.870
444.380
174.100
137.160
93.435
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〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
越中
〃
〃
〃
〃
越前
〃
近江
〃
遠江
美濃
〃
〃
〃
〃
尾張
〃
尾張
〃
〃
〃
〃
水原
〃
亀田
高岡
加賀
〃
多治見
笠松
名古屋
高蔵寺
名古屋
　〃
　〃
　〃
杉本惣兵衛
泉屋松蔵
泉屋権三郎
北屋蔵七
布屋藤松
宮崎七平
木屋与四郎
内藤権兵衛
笹屋長右衛門
近江屋金七
笹屋長蔵
硝子屋菊蔵
原田仁平
池原重兵衛
金子屋吉蔵
田村徳治郎
三鳥屋文治
松木屋吉蔵
釜屋久兵衛
上田屋善右衛門
須原弥平
金本七三郎
□木太平
竹屋久蔵
久保田徳兵衛
河村重吉
佐藤伝十
入山栄助
九屋伝吉
原田仁平
大丸屋徳兵衛
松崎権太郎
竹屋為助
　　　清八
□城屋勘助
古川幸吉
大野屋佐兵衛
大竹屋治兵衛
喜代助
43.900
250.000
204.400
211.410
25.120
33.980
127.670
58.710
458.940
7957.400
7185.140
1905.000
4022.260
27805.340
1070.400
2033.000
12.400
88.750
30.800
29,160
227.660
144.778
119.930
289.146
44.530
54.475
68.035
65.520
124.980
325.526
103.040
212.725
54,000
124.930
140.759
125.797
98.609
43,187
193.510
10.200
143.467
30.340
25.905
222.510
107.880
473,690
49.470
186.050
124,000
116.720
240.300
33.480
76.060
137.890
144.700
44.460
49.440
46.990
341.560
194.840
65.000
〔諸国売上高合計〕 （6,878円22銭 3 厘 5 毛） （5,348円42銭 7 厘） （4.093円91銭 5 厘） （6,816円 3 銭）
東京積入
東京 今利屋清右衛門
長沢屋由松
高島屋藤右衛門
嶋屋清右衛門
万屋五兵衛
三河屋惣兵衛
西浦屋東京店
豊田屋庄七
○入札
○蔵預分
8074.200
18408､037
9,909.480
43.241.600
43,162.500
87.534.910
140.064.520
125,820
57.510
167.560
969.561
697.994
311.715
2.431.591
17.500
116.986
115.850
435.238
349.635
2,944.272
1.277.530
67.520
60.925
79.470
156.042
221.710
5,277.324
（350,596.010）
〔東京売合計〕 （5.843円26銭 3 厘） （4.952円41銭 9 厘） （5,306円95銭） （5,755円25銭 7 厘）
大阪積入
大阪 西浦屋大阪店
西浦屋安兵衛
解屋安兵衛
肥（前屋）覚
池善
肥（前屋）嘉
紀の国屋吉□
□　忠
西尾太七
他四口分
桝保
難事代
東京分割引分
240.419.730
108,288.190
24,645.940
39590.200
30435.260
2502.400
3,779.060
555.970
394,555
1%.459
412.245
315.310
269.157
195.160
23.270
876.120
387.986
431.872
66.640
227.020
84.124
240.083
8264.232
1241.169
390.020
37.970
70.016
（451,986.610）
〔大阪売合計〕 （7,533円10銭） （6.202円82銭 3 厘） （3,129円86銭） （10,259円55銭 8 厘）
諸国東京大阪売捌総額 20,254円59銭 16,504円16餓 12,257円26銭 22.870円67銭４厘
　注）数値は整合を欠くが原資料のまま。
出典）多治見西浦屋各年「不残〆高取調帳」より作成。
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部の商人に代わって，港町酒田，久保田の商人との取引が記されている。
新潟商人への販売高は安政 5 （1858）， 6 年頃から増加し，慶応 2 年
（1866）には2338両になったが，同 3 年には296両に減少し，明治期は2000
円台，明治10年には3655円に増加している。新潟売りは諸国売りのなかの
53％を占めており，明治初期の多治見西浦屋にとって新潟は大阪，東京に
次ぐ重要な販路であった。
越後（新潟）との取引を商人別にみると，新潟の杉山政蔵，植木屋長右
衛門，播磨屋勘三郎，伏見屋岩蔵，布屋忠吉，寺田屋善次郎ら新潟の代表
的な陶商は安政期から慶応期，明治初期まで取引を継続していたが，明治
期には新潟の越前屋新吉，高田の杉本惣兵衛，水原の泉屋松蔵，亀田の内
藤権兵衛などとの新規の取引が記されている。新潟の有力陶商との取引関
係は継続していたものの，それ以外の新潟商人や信濃川流域の三条・加茂，
佐渡の商人は入れ替わっており，新しい取引先が出現している。
明治初期の本店の総売上総額は明治 9 年は 1 万2257円26銭でやや少な
かったが，その他の年は 1 万6000円から 2 万3000円の売上があった。 7 年
から 9 年は諸国（地方，近国を含む）・東京・大阪の三方面で売上をほぼ
等分していた。しかし10年には，大阪売りが 1 万259円に増加し，全売上
高の45％を占めるようになっている。
（ 2）名古屋陶商・土佐屋の「諸国売り」（明治2年）　
土佐屋半次郎は嘉永7（1854）年に尾張藩陶器専売仕組の「新蔵元」に任
命され，元治元（1864）年には「他所積大札」鑑札を所持した新興ながら有
力な名古屋陶商で，瀬戸から瀬戸焼を仕入れ，これを全国に販売していた
（21）
。
明治 2 年の土佐屋の売上高は，慶応 3 年の3370両余から6019両に倍増し
た
（22）
。江戸売りで目立つのは万屋五兵衛
（23）
への2127両余と，西浦屋江戸店への
1126両余で，この 2 軒でこの年の売上高の半分を占めていた。また大坂の
取引先は 3 軒あり，慶応 3 年の1130両余から明治 2 年には200両に激減し
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ている。名古屋の陶商仲間への売捌きは合計で248両ほどでしかなかった。
土佐屋の遠隔地間取引で注目されるのは，少額ではあるが薩摩の 3 軒の
問屋への販売（427両）と，やはり取引高は少額であるが越前，越中，金
沢，新潟，山形，庄内などの日本海側の都市の問屋との直取引である。兵
庫為替の記載があることから輸送経路は桑名から瀬戸内海を経由して下関
から北上する日本海海運であったとみられる。また西国では四国高松にも
3 軒の取引先があった。瀬戸焼の集散地問屋である名古屋陶商の取引圏は
大坂・江戸が主軸ながら，販路の拡張という面からは，維新期の日本海海
運による国内市場形成へ向けた遠隔地間取引拡大の動きへの名古屋陶商の
参入と位置づけられる。
（ 3）紀州商人の関東田舎売り（慶応 4年）
紀州箕島商人は享保期頃（1710年代）から蜜柑を伊万里津に売りに行き，
帰り荷に有田焼を買い入れ大坂，江戸で売り捌いていた。御三家紀州藩は
この佐賀藩領産の有田焼を紀州藩国産として擬制的な紀州藩陶器専売制を
実施していたため，関東農村廻りをする箕島商人は「紀州藩陶器方」の鑑
札を江戸市ヶ谷の紀州藩勘定所から下付され，これを携行して紀州藩に保
護されながら行商していたのである
（24）
。
幕末期の紀州商人の江戸売りについて弘化 4 （1847）年 3 月の記録では
（25）
，
江戸鉄砲州紀州廻船宿紀伊国屋に止宿していた紀州陶商は34名おり，なか
には吉野屋伊兵衛のように伊万里津で551貫391匁（60匁替えで9189両）余，
997俵の有田磁器を仕入れていた紀州陶商もいた
（26）
。行商売りとはいえ，ま
とまった仕入高であった。
図 1 は慶応 4 （1868）年 4 月に箕島商人福吉屋与七が記した行商案内記
録「諸国得居（意）帳」の行商路順を地図であらわしたものである。「得
居帳」には，（イ）日光道中，（ロ）中山道，（ハ）水戸街道，（ニ）東海道筋，
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（ホ）甲州道中，（へ）銚子付近と街道ごとに，たとえば，「日光街道 千住
武蔵屋由兵衛 和泉屋六兵衛 駿河屋五右衛門 宿山田屋 二里二十九丁 草加
…」と街道の宿場名，商人名，定宿，道程が記載されていて，関東一円に
広がった陶器行商先が記されている。
この行商圏は前述の吉野屋伊兵衛の販売圏よりもさらに広範囲で，上
州，野州，武州，相州，常州，総州と関東平野のすみずみまで網羅してい
た。なかでも上州，野州各地に得意先が多数あり，ここでは江戸商人，紀
州商人，美濃商人，京商人による焼物販売が競合していたのである。吉野
屋の「江戸田舎売上金（帳）」に記載されている取引先，前橋小松屋久七
図 1　慶応 4年　紀州箕島商人福吉屋与七の関東行商圏
出典）『有田町史』商業編Ⅰ，110頁より引用（原史料は「諸国得居帳」『箕島町誌』238頁）
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は文久 3 （1863）年に美濃大富村の小仲買鑑札所持の仲買勝助らから美濃
焼を買い入れ，これが尾張藩陶器専売仕組加入江戸瀬戸物問屋の商圏を侵
害する抜け荷であるとして，摘発されている
（27）
。また前橋小松屋は京都五条
坂陶商・沢屋吉兵衛から京焼も仕入れていた
（28）
。
中央市場の特権的流通勢力の販売圏から外れた非中央の内陸部では，非
特権的な商人たちは中山道や諸往還を通って陸路で往来し，得意先を回り
販売圏を拡大するとともに販売網を緻密化させていた。近代移行期に諸商
品の販売市場として拡大が著しかったのは上州，野州，武州，相州である。
開港による養蚕・製糸・絹織物業の展開はこれらの地方を活性化し，消費
物資の売り込み市場に変えていた。
3 　海運による隔地間取引の拡大
（ 1）伊万里津からの陶器移出
佐賀藩領有田皿山で生産された肥前陶磁器は伊万里津から各地へ移出さ
れ，このことから伊万里焼とも称された。佐賀藩は嘉永 2 （1849）年から
特産物の陶磁器有田焼を対象に藩陶器専売制を確立して，中央市場大坂・
江戸への流通を独占した。
佐賀藩は伊万里陶商・犬塚駒吉（屋号丸駒）を江戸蔵元に派遣した。そ
の背景には江戸陶器仕組の売捌代金正貨を江戸藩邸費用に転用するためにも
国産陶磁器を確実に江戸へ搬入し荷代金を回収する必要があったからである。
伊万里陶商のなかで持船を多数所有し，江戸までの賃積船の手配や江戸市場
への販売ルートを確保できた丸駒を藩は直接江戸へ派遣したのであった。
地方商人の丸駒が江戸に進出し都市特権商人に対峙して陶器取引をする上
で，藩仕組の蔵元就任はこの上ない藩の支援を得ることになった。見方をか
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えると，江戸仕組は実質的には伊万里陶商の江戸での営業活動を領主的特権
的流通機構のかたちをとることによって売上代金の回収，佐賀送金を確実に
する仕組でもあった。ここに特権勢力に流通規制されていた江戸市場におけ
る藩専売仕組の藩と領内特権商人との相互依存関係が認められる
（29）
。
丸駒は江戸売りとは別に手船で自分荷物の陶磁器を日本海沿岸で売り捌
いてもいた。後述の浜田港の「諸国御客船帳」には「丸駒屋（犬塚）勝助
乾寿丸 慶応 3 年 3 月26日 浜田寄港」と記録されていて，浜田以北の取引
先に輸送，あるいは買積船として隔地間取引をしていたとみられる
（30）
。
天保 6 （1835）年の「伊万里津積出之凡陶器高国分」によれば，遠隔地
向けの移出高は年間凡そ，31万俵，このうち江戸売り 6 万俵，関八州 5 万
俵，大坂 3 万6000俵で中央市場への移出が半数を占めていた。九州各地
への近国売り「内旅陶器」が 4 万6000俵，この他，「筑前商人買高20万俵，
紀州商人買高 6 万俵，其余諸国商人伊予出雲下関越後旅客持込来候金高 7
万両（銀4480貫）」であった
（31）
。
中央市場大坂・江戸への移出は藩専売仕組によって流通独占されていた
が，それ以外は「旅商」と言われた諸国商人，なかでも筑前・新潟・紀州
商人によって有田焼は移出されていた。
伊万里からの有田焼の移出先は大別すると次の 3 系統になる。（図 2 参
照）。
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図 2　有田焼の回漕による販路
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（Ⅰ）中央市場（京都・大坂・江戸）
（Ⅱ）遠隔地市場（日本海沿岸，冨山・新潟・出羽）
（Ⅲ）周辺・近国市場（九州・瀬戸内・四国）
（Ⅰ）と（Ⅱ）は下関を経由する数量が不詳なので実数はわかりにくいが，
明治12（1879）年には約40％は中央市場向けであった。（Ⅲ）の近接した筑
前や長州・出雲，瀬戸内の伊予・尾道・徳島・岡山，九州の大分・日向な
どの近国市場向けの移出高は17.9％であった
（32）
。
（ 2）石州浜田寄港廻船の焼物取引
寛文12（1672）年に大坂と酒田を結ぶ西廻り航路が河村瑞賢によって整備
されると，敦賀・小浜で陸揚げし琵琶湖を縦断して京坂に運んでいた日本
の物流の大動脈は変換した。北国から上方まで積替えなしに搬送すること
が可能になったのである。この結果，大坂へ大量の年貢米が移入され換金
されるようになり，大坂は「天下の台所」と称されたように米と貨幣との二
重構造で動く幕藩制経済の中核，中央市場としての位置づけが確立した。
日本海海運の寄港地石州浜田の廻船問屋清水家に「諸国御客船帳」が残
されている。この船帳は寛政 7 （1795）年から明治27（1891）年に浜田に
寄港し清水家と取引した廻船の船名，出港地・目的地，取引商品が船籍の
国別，地方別に記されている。取引数量の記載はないが100年間にどのよ
うな商品が取引されていたのか克明に記録されていて，このなかの焼物の
取引を抽出したのが表 5 である。
登りは南下（上方方面）で，下りは北上（北国）への航行である。表 5
のNo. 1 紀州久徳丸とNo.15伊予久福丸は「焼物入津」「焼物下り入津」と
あるが焼物取引はしておらず，浜田廻船問屋に販売を委託する焼物（有田
焼）を積んで入港した船であるとみられ，伊万里の史料にある「紀州・伊
予の旅商による移出が多かった」ことを裏付けている。
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船名
入港船
　浜名入港年月日 出港地・目的地
国名 地方
1 久徳丸 紀州 とんだ 慶応元年 7 月15日
2 住吉丸 播州 魚崎 嘉永 4 年 7 月14日 秋田
3 住恵丸 芸州 二保嶋 文久元年 4 月 7 日
4 住恵丸 芸州 二保嶋 　　同年 5 月21日
5 住力丸 久賀 明治31年 8 月 4 日
6 祇園丸 防州 別府 文久元年 4 月26日
7 大田屋 宮市 明治 4 年 5 月 8 日
8 大田屋 宮市 　　同年 7 月25日
9 神力丸 富の海 明治 4 年 5 月 8 日
10 神力丸 富の海 　　同年 7 月25日
11 住福丸 佐野 天保 8 年 4 月 3 日
12 玉宮丸 天保 9 年 4 月 1 日
13 天神丸 長州 小串 天保 6 年 6 月26日
14 住吉丸 見嶋 安政 4 年 7 月 2 日
15 久福丸 伊予 西条大嶋 慶応元年 7 月15日
16 蛭子丸 明治12年 6 月11日
17 長久丸 大井新町村 明治15年 9 月 4 日
18 弁天丸 豊後 佐ケの関 明治12年 9 月20日
19 虎市丸 筑前 残嶋 寛政 7 年 3 月 9 日
20 八幡丸 博多 文久 3 年 2 月19日
21 天神丸 柏原浦 天保 4 年 3 月 6 日
22 山口屋 わき田浦 寛政10年 4 月10日
23 永福丸 肥前 大村 文政 8 年 6 月14日
24 住徳丸 安政 4 年 5 月13日
25 蛭子丸 安政 5 年 6 月19日
26 住栄丸 浜崎村 明治15年 5 月 5 日
27 仙田屋　 伯州 浜の目渡り 天保 6 年 8 月 9 日
28 勇徳丸 上道村 嘉永 2 年 8 月24日
29 泰徳丸 淀江 明治25年10月29日
30 寿宝丸 泊り 明治21年 9 月21日
31 栄運丸 因州 気多郡船磯 文久 2 年 9 月20日
32 寛徳丸 明治14年10月14日
33 秀恵丸 田後村 明治15年 8 月10日
34 金毘羅丸 但馬国 居組村 文政 7 年 6 月 8 日
35 住栄丸 明治15年 5 月 5 日
36 蛭子丸 諸寄村 明治11年11月21日
37 明神丸 文政 6 年 6 月16日
38 明吉丸 明治11年11月23日
39 長永丸 明治13年 6 月14日
40 幸福丸 明治14年 7 月 7 日 越後
41 明力丸 明治 9 年 9 月 9 日
42 明寿丸 明治14年 6 月10日
43 明治丸 明治 9 年 9 月15日
44 天王丸 浜坂村 弘化 3 年 6 月11日
45 天王丸 一日一村 天保15年 5 月29日
46 田中七三郎 明治21年 8 月18日
47 今西長七 柴山 文久 4 年 8 月15日
48 明栄丸 明治 9 年11月13日
49 大神丸 文久 4 年 5 月15日
表 5　石州浜田外の廻船問屋清水家「諸国御客船帳」記載の焼物取引
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←南下
→北上
○買い
●売り
←南下
→北上
この寄港以外の
出港地・目的地 その他の取引商品
焼物積入津
← ●唐津物
→ ●焼物 →
← ●焼物
→ ○焼物
○焼物 ←
→ ●焼物
→ ●焼物
→ ●焼物
→ ●焼物
●焼物
→ ●焼物
→ ○有田焼 →
→ ○焼物 →
→ 焼物積下り入津 →
→ ○焼物 ←
← ○焼物 ←
→ ○焼物 ←
→ ○焼物 →庄内
→ ○焼物 ←
→ ●焼物
→ ●焼物
→ ●焼物 ←
→ ●焼物
← ●焼物
→ ○焼物
← ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物 ○瓦
← ○焼物
← ○焼物
← ○焼物 →
→ ○焼物 ○瓦
○焼物 → 越後 ●亀田米
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 ○瓦
← ○焼物 →（越後） ●越後米・昆布 ○半紙・生蝋・中次表
← ○焼物 ○瓦・砥石
← ○焼物 ○瓦
→ ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 →
← ○焼物
→ ○焼物 →
→ ○焼物 →
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50 永福丸 訓谷村 嘉永 4 年 9 月18日
51 弁天丸 明治 9 年 8 月29日
52 明宝丸 明治27年 4 月21日
53 明神丸 竹ノ原村 明治16年 4 月 6 日
54 安栄丸 明治27年 5 月13日
55 久福丸 明治15年 6 月 4 日
56 さいはい丸 明治19年11月21日
57 住吉丸 文政 9 年11月 1 日 三国
58 昌栄丸 万延元年 8 月12日 三国
59 順栄丸 元治元年 6 月19日 越後
60 万徳丸 天保 9 年 5 月 6 日
61 明神丸 明治16年 7 月 4 日
62 嘉永丸 小嶋 明治11年 9 月25日
63 幸飛丸 明治25年12月 5 日
64 黄帝丸 瀬戸村 安政 4 年 5 月21日 越後
65 永徳丸 文政 8 年 3 月 3 日 越後
66 長寿丸 文政 8 年 3 月 3 日
67 幸永丸 文政 9 年11月 1 日
68 八幡丸 文政 8 年 3 月 3 日
69 松徳丸 津居山 天保10年 8 月21日
70 松徳丸 天保11年 3 月15日
71 白山丸 気比 明治 9 年 9 月 1 日 庄内
72 白山丸 明治 9 年 9 月27日
73 蛭子丸 丹後 湊 明治 9 年 7 月25日
74 永徳丸 いそふ 天保13年 6 月15日
75 幸一丸 間人 明治21年 7 月 6 日
76 万福丸 天保13年 4 月29日
77 八尾丸 天保13年 6 月15日
78 永保丸 宮津 天保 6 年 7 月27日
79 山王丸 慶応 3 年 6 月 6 日
80 順風丸 明治 7 年 8 月27日 庄内
81 伊勢丸 文化8年 9 月 1 日
82 寿徳丸 明治18年 6 月30日 加賀
83 松寿丸 若狭 高浜 明治 9 年11月29日
84 聖天丸 早瀬 安政 3 年 4 月17日
85 金毘羅丸 明治 9 年11月 6 日
86 財宝丸 越前 海浦 天保 9 年 6 月19日
87 三社丸 明治11年11月21日
88 神福丸 かもうら 明治27年10月 9 日
89 永福丸 大丹生浦 明治15年 6 月 4 日 三国
90 天神丸 左右村 明治16年 6 月 5 日 因幡
91 安祥丸 三国 明治10年 3 月28日
92 幸日丸 安政 3 年 2 月20日
93 久昌丸 嘉永 6 年 2 月26日 三国
94 松栄丸 新保 嘉永 5 年 4 月21日 能代
95 安祥丸 明治15年 3 月28日
96 雲征丸 明治30年 4 月16日
97 豊年丸 安嶋 明治16年 4 月27日
98 寿徳丸 崎浦 文久 4 年 4 月25日 本庄
99 栄徳丸 吉崎 天保15年 7 月10日 庄内
100 喜宝丸 加州 塩屋浦 嘉永 5 年 5 月22日
101 両徳丸 瀬越浦 明治22年 4 月 7 日
102 宝栄丸 橋立 嘉永 4 年 2 月晦日 大坂
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← ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 →
← ○焼物 →
← ○焼物 →
← ○焼物
→ ○焼物
← ○萩焼物
→ ○焼物
← ○焼物 →
← ○焼物 →
← ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物
← ○焼物
← ○焼物
← ●火鉢
→ ○焼物
→ ○焼物 ○瓦
→ ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物 →
→ ○焼物
← ○焼物 →
→ ○焼物
← ○焼物 →
→ ○焼物
← ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 （→松前）
→ ○焼物
← ○焼物 →（松前）
← ○焼物 →
→ ○焼物
→ ○焼物 （→三国）
← ○焼物 （→三国）
← ○焼物 （→能代）
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 （→松前） ★天保 7 年←松前
← ○焼物 →
← ○焼物 →（庄内） 松前 ★天保15年→
→ ○焼物 （→）
→ ○焼物 松前 ★天保 6 年←●九州米
→ ○焼物 松前 ★大坂道頓堀⇔松前
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103 住吉丸 安政 2 年 5 月25日 松前
104 春日丸 金石 (宮越) 天保 5 年 9 月12日
105 宝喜丸 天保 6 年 9 月 9 日
106 長徳丸 安政 3 年 4 月29日 越後
107 通福丸 嘉永 6 年 3 月 5 日
108 福一丸 天保 5 年 9 月12日
109 貫寿丸 弘化 4 年 7 月29日
110 貫吉丸 安政 4 年 2 月20日
111 幸生丸　 明治10年 5 月14日
112 幸生丸　 明治11年10月19日
113 叶丸 天保11年 2 月21日
114 宝善丸 天保11年 9 月13日
115 加宝丸 天保11年 9 月19日
116 加宝丸 天保12年 4 月19日
117 観音丸 天保12年 4 月19日 越後
118 寿栄丸 嘉永 5 年 9 月 3 日
119 長徳丸 天保13年 9 月13日
120 龍久丸 天保15年 9 月10日
121 幸吉丸 安政 4 年 4 月 1 日
122 宝力丸 明治 2 年10月17日
123 観音丸 明治 9 年 8 月 2 日
124 三宝丸 明治14年10月13日
125 宝生丸 明治11年10月18日
126 神宝丸 明治20年10月19日
127 永宝丸 明治20年10月19日
128 幸寿丸 安宅 文政 6 年 3 月30日 新潟
129 冨栄丸 文政12年 5 月15日 本庄
130 金袋丸 明治24年 4 月20日
131 扇寿丸 嘉永 2 年 3 月23日 加賀
132 扇寿丸 明治20年 9 月25日
133 長福丸 相河村 明治20年10月19日
134 仁吉丸 明治27年 5 月19日
135 寿福丸 湊 弘化 5 年 9 月18日
136 栄春丸 文久元年 9 月 9 日 松前
137 幸福丸 能州 輪嶋 文久 4 年 2 月19日
138 四十物屋 羽喰 文政 6 年 7 月 4 日
139 柳瀬屋 文政 6 年 7 月 4 日
140 長栄丸 天保15年 8 月23日 松前
141 祝丸 明治 7 年 7 月29日
142 平安丸 明治14年 6 月23日
143 平安丸 明治14年10月 8 日
144 稲荷丸 明治14年 5 月29日
145 稲荷丸 明治15年 6 月11日
146 久福丸 明治14年 6 月 9 日
147 神通丸 柳瀬出村 天保 7 年 3 月27日
148 神通丸 天保 7 年 8 月11日
149 住吉丸 川尻大念寺新村 明治16年 4 月15日
150 永宝丸 七尾 嘉永 4 年 5 月28日 能州
151 永徳丸 安政 4 年 5 月 4 日
152 松栄丸 弘化 4 年 4 月19日 加賀
153 弁天丸 今浜 弘化 4 年 5 月 4 日
154 宝力丸 嘉永 7 年 4 月20日 越後
155 金求丸 冨来 天保15年 5 月 7 日 越後
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← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 （→越後）
→ ○焼物 越中、南部
→ ○焼物
→ ○焼物 加賀、越後
→ ○焼物 秋田
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 本城 (本庄)
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 丹後
← ○焼物 →（越後）
→ ○焼物 函館
→ ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ●焼物 ●石油・油
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物 →（新潟）
← ○焼物 →（本庄）
→ ○焼物
← ○焼物 →（加賀）
→ ○焼物 本庄
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
← ○皿 本庄
→ ○焼物 松前
? ○焼物
? ○焼物
← ○焼物 加賀・松前
→ ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 ●大坂酒
← ○焼物
→ ○焼物 ●豊後たばこ　
← ○焼物
→ ○焼物 ●大山酒
← ○焼物 →（越後）
← ○焼物 →（越後）
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156 宝力丸 赤神 明治 9 年 9 月13日 松前
157 明徳丸 明治 9 年 6 月28日
158 大神丸 安政 3 年 8 月25日
159 幸慶丸 福浦 天保11年 5 月 9 日
160 松尾丸 越中 古府 文化元年 4 月23日
161 順喜丸 六渡寺 嘉永 2 年 4 月22日
162 吉福丸 文久 4 年 7 月 3 日 津軽
163 幸徳丸 放生津 文久 3 年 6 月 9 日
164 宮寿丸 天保14年 4 月19日 本庄
165 又栄丸 伏木 天保 5 年 5 月29日
166 大祥丸 明治 7 年10月12日
167 大祥丸 明治20月11月 1 日
168 高徳丸 明治11年 6 月 7 日
169 寿徳丸 西水橋 天保 7 年 6 月 8 日
170 永保丸 西岩瀬 嘉永 3 年 2 月23日 富山
171 長吉丸 明治23年 7 月 6 日
172 久吉丸 越後国 今町（直江津） 文政 7 年 4 月16日 越後
173 長栄丸 天保 9 年 8 月23日 松前
174 保徳丸 弘化 5 年 8 月18日
175 興市丸 嘉永 7 年 7 月 4 日 越後
176 幸徳丸 安政 3 年 3 月 9 日 越後
177 幸徳丸 安政 3 年 4 月14日 越後
178 清徳丸 寺泊 明治10年 9 月 7 日
179 福吉丸 柏崎 嘉永 4 年 7 月 6 日 加賀
180 正徳丸 明治12年 4 月 7 日
181 青運丸 沼垂町 明治14年 8 月28日
182 清徳丸 新潟 嘉永 2 年 3 月 9 日 越後
183 宝栄丸新造 松前 松前城下 明治25年 5 月 6 日
（『諸国御客船帳』上巻・下巻より作成）
浜田における焼物取引183件のほとんどは「○買い」であるが，No. 7 大
田屋～ No.12玉宮丸までと，No.21天神丸～ No.25蛭子丸までの防州，肥前
からの来航船は「●売り」である。これらの廻船は下りで航行しており，
伊万里津で買い入れた有田焼を売りながら日本海を北上したとみられる。
No. 2 住吉丸は秋田を出港し南下してきた船であるが，日本海沿岸のど
こかで唐津焼を買い入れ，それを浜田で売っているのである。またNo.13
天神丸，No.19虎市丸などは伊万里に比較的近い長州，筑前の船でありな
がら浜田で焼物を買い入れて北上している。
船帳には何石積か船の大きさは記載されていないが，表 5 の「出港
地・目的地」からは，近国を商圏とする小型の小廻り廻船なのか，あ
るいは新潟・出羽・松前など遠隔地北国を往復する大型廻船（北前
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← ○焼物 →（松前） ●昆布
→ ○焼物 ●砂糖
→ ○焼物 ●越後酒
← ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 → ●平沢米
← ○焼物 →（津軽） ●米
→ ○焼物
← ○焼物 →（本庄） ●米
→ ○焼物
→ ○焼物
→ ○焼物 ●石油
→ ○焼物 ○生蝋
→ ○焼物
← ○焼物 →（富山・越後） ●米
→ ○焼物
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物 →
← ○焼物 → ●米
→ ○焼物
→ ○焼物 ●焚込砂糖
← ○焼物 ●米
→ ○焼物
船）なのかおおよそ推察ができる。
伯州，因州，但馬，丹後，若狭（No.27～85）の廻船は近距離を双方向
に買積みで往来して鋸商いをしていた小廻り船とられる。地域間取引を複
層的に繰り返し，沿岸のローカルな販売圏が固定化していたのである。た
とえば富山では東岩瀬湊に回漕された上方からの物資は城下町富山を中心
に販売されたが，神通川の川船によって沿岸地域への販売が定着していた
（33）
。
ここでは海の流通と川の流通が連結していたのである。
（ 3）北前船（買積船・賃積船）
一方，新潟，出羽，松前と北国へ隔地間を往復する中・大型廻船と推
定される船は越前・加賀・能登・越中・越後の廻船（No.86～182）である。
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このなかには小廻り廻船もあるが越前・越中－新潟・出羽，あるいは大坂
－松前の隔地間を航行している船が多く，これらはいわゆる北前船である。
北前船は狭義には幕末から明治にかけて日本海航路で海運を行った船の
うち，越前・越中・越後の船で日本海在地資本の廻船に限定されるが，広
義には大坂から瀬戸内海を航行し日本海を上下する廻船を言い，上り荷物
の海産物の取引で莫大な利益を得ていた兵庫，大坂の豪商も北前船廻船主
であった
（34）
。No.99栄徳丸，No.102宝永丸の船主は大坂道修町，道頓堀の商
人であった。
またNo.97豊年丸，No.101両徳丸は天保 6 ， 7 年から松前交易を行ってお
り，この客帳の焼物取引記載は明治16（1883）年，22（1889）であることから，
50年間にわたって北前船交易を継続していた廻船であることが判明する。
焼物が日本海沿岸で下り荷として取引された背景には海運上の技術的な
面と商品としての需要拡大が考えられる。俵詰めにして輸送された焼物は重
量があり，海水にぬれても比較的損傷はなく，航行する船の安定をはかるバ
ラストの役割を果たした。また焼物は主な下り荷である砂糖，塩，半紙・生
蝋・畳表などの商品と混載されることが多く（表5 No.40幸福丸の事例など），
焼物を船倉に積み，これらの商品を上に積み海水から守る利点もあった。
商品としての需要は寒冷地は陶器生産に不適格で磁器生産は北国では技
術的に難しかったため，近世初頭から磁器は新潟や東北へ移出されていた。
近世後期には生活水準が向上し，地元で生産される陶器に代わって，絵柄
があり堅牢で耐久性のある磁器の日用雑器としての需要が高まっていた。
大坂－江戸間海運と日本海海運との違いは前者は賃積船で，後者は買積
船であるとされている。賃積船では船頭は単に雇われた船頭で輸送するだ
けで商売はしなかった。大坂－江戸間の輸送は江戸十組問屋株仲間支配の
専用船である菱垣廻船によって独占されており，買積船が参入する余地は
なかったのである
（35）
。
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買積船は船主が荷主であり，寄港先の廻船問屋との間で積荷を売買し，
次の寄港先の廻船問屋から買い入れ，それをまた売買する。このように往
復路で自己資金で購入と販売を繰り返すノコギリ商いをしながら航行して
いた。そこから買積船はノコギリ船またはパイ船と言われた
（36）
。
廻船問屋は寄港する買積船と物品の売買をしたが委託された商品を販売
する場合もあった。浜田廻船問屋清水家は「陶器・瓦の委託販売」を看板
に掲げており
（37）
，伊万里焼・萩焼などの西国の焼物と，瀬戸内海を経由して
運ばれた瀬戸美濃焼・京焼などが集積した日本海沿岸における焼物売買の
拠点であった。
買積船のなかには顧客からの注文を受け，それらを寄港先で買い集めて
届ける，「注文持ち下げ」の下り荷もあった
（38）
。焼物は商品の性格上，器形，
大きさなどが購入者の意向によって商品に多様性があり，ノコギリ商いす
る買積船に商品を指定して持ち下りを依頼する例は多くみられた。
産地問屋や集散地問屋が隔地取引を行う場合は賃積船で送っていたのであ
ろうか。西浦屋本店の「諸国・東京・大阪売上高」（前掲表4），大坂店の店
卸勘定帳の「内証勘定（貸借対照表）」の売掛金勘定（前掲表2）には下関，
伯州，高岡，加賀，新潟，酒田の顧客との取引額が計上されている。これは
本店が桑名港から積み出した瀬戸美濃焼と，大坂店が積み出した京焼・信楽
焼などの畿内周辺産の焼物とが瀬戸内海を経由し，日本海を北上して輸送さ
れ，遠隔地の顧客と直取引をしていたことを示している。このことから日本
海を北上する廻船は買積だけではなく賃積もしていたことが判明する。
幕末維新期の海運の発達は陶磁器流通を全国的規模で飛躍的に展開させ
た。下関－兵庫・大坂間の登り方向では有田焼が大坂・江戸市場向けに回
漕され，下り方向は瀬戸美濃焼が下関さらには日本海沿岸に向けて輸送さ
れていたのである。瀬戸内海の下関－上方間では二大産地の焼物（有田焼
と瀬戸美濃焼）が双方向で輸送されていたことになる。また日本海沿岸で
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「唐津物瀬戸物商」という商人名称が使われていることは，有田焼と瀬戸
美濃焼がともに積載されて北へ運ばれ流通していたことの証左である
（39）
。
（ 4）荷為替と代金決済
遠隔間取引の拡大には輸送手段と代金回収の確保が必須の要件である。
19世紀の廻船は日本海側でもほとんどは弁才船で，中型船であった弁才船
も千石積，千五百石積と大型化が進んでいた
（40）
。
隔地間の代金決済に荷為替（逆為替）がつかわれていたことは焼物取引
史料からあきらかである。遠隔地へ荷物を輸送する際には送り状と荷為替
が添えられた。安政4（1857）年 3 月29日に下関陶商虎屋安右衛門（西浦
屋大阪店と取引）が松前城下の取引先，酢屋権次郎に送った送状には，
　　送状之事
　　　　　　　　　　　　　　大家七三郎様船
　　　　　 印　焼物八拾八俵
　　　　　　同印 七りん六〇俵
　　　　　　同印 すり鉢五拾俵
　　　　　　同印 水瓶四拾本　
　　　　　…（中略）…
　　〆弐百五拾九俵
　 右之通り積着送り申候間，着船之砌改御請取被成下可，右之通り為
替金運賃込無相違御渡し可被下候，依而為替手形送り状如件
　　安政四巳年三月廿九日
虎屋安右衛門　　
　酢屋権次郎殿
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と記載されていて，為替の文面（金額）は不詳であるが，売主下関虎屋は
為替手形と送り状を買主酢屋へ送っている。この場合，為替の動く方向と
資金（代金）の動く方向は逆であり，逆為替（荷為替）に相当する。荷為
替が代金取立に使われていたのである。この荷物は加賀瀬越の北前船問屋
大家七兵衛家に賃積を依頼し松前に送ったもので，送り状，目録などが大
家七兵衛家に残されている
（41）
。送り状は仕切状とも言い，送り荷の個別の売
買契約書で
（42）
，現代の輸出書類でいえば invoiceに相当する。
下り荷の松前への輸送を引き受けた北前船船主は売主が振り出した荷為
替を買主が引き受ける部分で（=代金を支払う），金融業者に代わって代
金を取立てていたのである。送り状の文面には「為替金運賃込無相違御渡
し可被下候（下線筆者）」とあるが，買主が為替金を渡す相手は船主をさ
していると読むことができる。
松前では手形を引受ける金融商経営が発達していなかったため，商人間
だけで取組む為替手形がみられたのである。遠隔地下関の売主の荷を運ん
だ廻船船主は為替金（荷代金）を買主から取立て，その確認後に商品を渡
す。船主は運賃分を差し引いた為替金をその後，下関の売主に届けて代金
回収は完了する。この過程を図示すると図 3 になる。
隔地間取引においては売主が商品を出荷しても買主が代金を支払わない
可能性がある。このため，売主は代金債権取り立てまたは代金債権を以っ
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図 3　荷為替による代金取立と遠隔地取引
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て金融を受けるために輸送貨物を担保にして，買主を支払人として振り出
したのが荷為替である
（43）
。現代では荷為替は貿易取引で輸出代金回収に利用
されている。輸出業者は船積み後，荷為替手形と船積書類を取引銀行に買
い取ってもらい，取引銀行は輸出先の契約銀行に手形と書類を送り，代金
を受け取る。輸入者は契約銀行に手形代金を支払い，引き換えに船積書類
を受け取り，輸入品を入手する，というプロセスである
（44）
。
幕末期の下関－松前間の隔地間売買取引においては手形買い取りをする
金融業者は介在せず，このような荷為替に相当する代金取立ての仕組みは
簡略ではあるが，買主は代金を支払わなければ（廻船船主に代金を渡さな
ければ）荷物は入手できず，売手の代金取立て確保の点では荷為替と同様
に機能していたといえよう。北前船主は輸送だけでなく，代金取立も担当
する金融業も兼ねていたのである。この事例の船主，大家七兵衛家は大聖
寺藩領瀬越の北前船主で，明治 8 （1875）年には和洋船合計10隻，船頭水
主137名を抱える大北前船主であった
（45）
。
北前船は自己資金で売買を繰り返し，とくに海産物の上り荷で収益をあ
げ資本蓄積をしていった北陸廻船であるが，仕込問屋的に買積みだけをし
ていたのではなかった。荷主の依頼を受けて商品の保管や販売の仲介をす
る荷受問屋的な賃積みや，また単なる賃積もする海運と商取引を同時に営
む商人船主であった
（46）
。
名古屋陶商土佐屋の明治 2 年の売上帳「諸国売」にも「東京荷為替」と
記載があり，東京売りでは荷為替が代金取立に使われていたことがわかる
（47）
。
17世紀以降の商取引の発展にともない，江戸・大阪・兵庫では金融・信用
制度が発達していて，この土佐屋の荷為替は名古屋（または東京）の両替
商が買い取って代金を取り立てていたと考えられる。
土佐屋の売上帳には「兵庫為替金預ケ」の記載もある。これは買主が為
替手形（資金）を兵庫両替宛に送った送金為替（並為替）で，この資金を
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兵庫に留保しておき，そこから次の代金決済をしたとみられる。土佐屋は
薩摩・越前・越中・新潟・出羽商人へも瀬戸焼を直売していたが，これら
の隔地間取引の決済にも為替が使われていたと推察される
（48）
。
伊万里陶商武富家と新潟陶商布屋忠吉との代金決済は布屋の手代が新潟
から正金を持参する場合と，肥前杵島郡大町の両替屋へ為替が送られ，こ
こから長崎飛脚で伊万里へ送金されることもあった
（49）
。
4 　全国的陶磁器流通網の成立
（ 1）流通の分業
近世の商品流通，販路編成を図式的にとらえると，もっとも収益性が高
い中央市場への販売は領主または領主と結合した特権商人が抑え，農民層
の販路は周辺の小規模な市場に限定されていた。これは特権的領主的商
品流通と非特権的農民的商品流通と換言することができる。特産物生産の
進展を背景に成長した美濃焼の中小仲買層は中央市場への直送は禁止され
ていたが，中山道など縦横に走る陸上交通網を利用して需要が拡大しつつ
あった信州，上州，甲州など近接した内陸部への販路を確保することがで
きた。領主的商品流通と農民的商品流通とは大まかな意味では対抗関係に
は立たず，焼物の等級や形状による商品構成の差異をともないながら，い
わば市場の分離，流通の分業，販路のすみわけをしていた
（50）
。
特権的　　　　中央市場　　
非特権的　　　非中央市場　　　周辺近国市場（内陸部）
　　　　　　　　　　　　　　　遠隔地市場（港湾都市・海の道→川の道）
近世後期には，領主的流通ルートを独占していた特権商人は地方市場を
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結んだ地域間流通に参入した。伊万里陶商犬塚家は佐賀藩江戸陶器仕組蔵
元として江戸売りを独占する一方，手船で九州周辺や日本海沿岸に有田焼
を売り込んでいた。また多治見西浦屋も嘉永期から，木曽川を積み下ろし，
桑名湊で渡海船に積み替え，瀬戸内海経由で出雲，越中，越前，越後，出
羽地方へも販売しており，特権商人の中央市場を経由しない地域間流通は
東北地方まで拡張していたのである。
西浦屋は多治見本店・大坂店・江戸店の 3 店で販路を分担していたとさ
れるが，実態をみると上州，野州，甲州売りは江戸店経由で販売したほか
多治見本店からも直送しており，同様に大坂店の担当販売圏であった土佐，
阿波，肥前，京都へは本店からも直送していた。有望な市場へは特権的な
中央市場経由の販売と非特権的な直送との両系統で積極的に売り込んでい
たのである。地方有力商人は特権的・非特権的の 2 系統の流通編成を必ず
しも二者択一していたのではなく，領主権力と提携関係をもち，中央市場
経由の遠隔地間取引を志向しつつ，他方では陸送による比較的近い市場へ
の直送と海上輸送による遠隔地間取引を拡大したのであった。
（ 2）海運の拠点，新潟・兵庫
幕末期には北前船・内海船・奥筋廻船などの新興廻送勢力の抬頭によっ
て，諸物資の求心性をもたない遠隔地間流通が拡大し，なかでも日本海沿
岸の地域間流通，遠隔地間取引の拡充はめざましかった。新潟・酒田は中
世以来の日本海海運展開のなかで大河川（信濃川・阿賀野川・最上川）の
河口部に発展した港で，これらの河口港はヒンターランドの輸送路として
の河川を備えており，その最大の河岸港になることによって海港としても
拡大し，日本海海運の全国的な物資流通の一大拠点であった。同時に海上
輸送された物資を河川交通（信濃川・最上川）をつかって越後，羽州の内
陸部に販売していく海の流通と川の流通の結節点でもあった
（51）
。
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新潟では越後平野で生産された大量の越後米が積み込まれ，そのほか蝦
夷地産の海産物や出羽地方の材木などが上り荷となり，下り荷として瀬戸
内海で積まれた塩・紙・蝋，山陰産の鉄，瀬戸物などが移入された。新潟
は北前船が上方－下関－山陰－越前・越中を経由して出羽－松前へ北上す
る日本海海運の主要中継地であったのである。
日本海沿岸の東北地方への商品移出は主に北前船の買積による活動によ
るものであったが，明治初期には近江商人が蒸気船を傭船して，大阪・堺
で買い付けた繰り綿・古着を新潟へ運び，そこを拠点にして三条，見附，
鶴岡，酒田へ売り込んでいた「冒険的商人」の事例があきらかになってい
る
（52）
。西浦屋多治見本店・大坂店も新潟商人を中心に信濃川沿岸の三条，見
附の商人と美濃焼の直取引をしており，このことは近代移行期には日本海
沿岸では河口から大河川を遡上して内陸部とつながる，「海の道」と「川
の道」とが結合した流通編成，市場圏が確立していたことを明示している。
兵庫は大坂に代わって畿内から全国へ，または西日本から東日本へ物資
を中継する集散機能を高め，天保期に始まる「大坂の衰退，兵庫の抬頭」
は明治初期にはさらに顕著となった。焼物流通の例では佐賀藩江戸仕組は
兵庫で積み替え，為替中継することよって確立した。また佐賀藩は兵庫に
も陶器国産専売制仕組をたてており，大坂に近接していながら兵庫は独自
の販売圏・販売網をもっていた。明治 2 年の名古屋陶商土佐屋の西国売り
の積替え，代金為替も兵庫で中継しており，兵庫が大阪に代わる東西を結
ぶ全国流通網の輸送と金融の両面での中継拠点となっていたことが陶磁器
取引の例からもあきらかである。
（ 3）陶商の全国的取引ネットワーク
表 6 は幕末維新期の全国的な陶商の取引関係をまとめたものである。伊
万里の武富家－新潟陶商－多治見西浦屋のほかに，新潟陶商－西浦屋－名
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古屋土佐屋，武富－紀州箕島福吉屋，西浦屋－箕島福吉屋，近江塚本幸助
－西浦屋－名古屋土佐屋など，集散地問屋と各地の陶商との取引関係が多
重化していたことが確認できる。西国商人，新潟陶商を中心に美濃・名古
屋・畿内・四国・九州・山陰・山陽・北陸・出羽を結んだ西日本，日本海
沿岸の全国的な陶磁器取引のネットワークが成立していたのである。
桑名で積み出された瀬戸焼，美濃焼が瀬戸内海を通過しながら四国へ販
売され，下関などで伊万里から搬出された有田焼と混載されて，日本海海
運で新潟・出羽へ売り込まれていたのである。全国規模での陶磁器の遠隔
地間取引網の成立が確認できる。このデータには兵庫商人は載っていない
が，おそらく兵庫，尾道商人との取引も共通していたのではないかと思わ
表 6　近代移行期の全国的な焼物取引ネットワーク
（西国・西廻り水運）
地方 商人名
伊万里 大阪 名古屋 多治見
武富家 西浦屋 土佐屋 西浦屋
出羽 山形 大和屋惣右衛門 ○ ○ ○
越後 三条 神子屋貞助 ○ ○
〃 新潟 播磨屋勘三郎 ○ ○
〃 〃 布屋忠吉 ○ ○ ○
〃 〃 亀屋十蔵 ○ ○
〃 〃 三国屋喜助 ○ ○
〃 〃 寺田屋善次郎 ○ ○
〃 〃 内藤屋権兵衛 ○ ○
〃 〃 植木屋長右衛門 ○ ○
〃 〃 伏見屋岩蔵 ○ ○
越中 高岡 中村吉五郎 ○ ○
出雲 松江 森脇屋儀兵衛 ○ ○ ○
長州 下関 原屋清右衛門 ○ ○
〃 〃 筑前屋嘉十 ○ ○
〃 〃 虎屋安兵衛 ○ ○
土佐 高知 才善屋治平 ○ ○
讃岐 高松 坂本屋常右衛門 ○ ○ ○
〃 〃 万屋嘉助 ○ ○
〃 〃 糸屋喜助 ○ ○
筑前 綿屋幸右衛門 ○ ○
出典）『伊万里市史』陶磁器編、西浦屋多治見本店各年「諸国売揚」，西浦屋大坂店各年
「店卸勘定帳」，名古屋土佐屋「諸国貸高下調帳」「荷物代覚」より作成。
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れる。瀬戸内地域の陶磁器流通は双方向性をもち，尾道はこれらの流通を
中継する拠点であったのであろう。
大坂・江戸を経由せずに全国を網羅する陶磁流通は幕末期に拡充し，九
州－日本海〔西廻り航路〕－新潟・山形－松前と，九州－瀬戸内海〔東廻
り航路〕－浦賀－仙台との西廻りおよび東廻り海運によって日本列島を両
側から挟むかたちで展開し，港湾都市を中心に全国的な陶磁器取引網が形
成されていたのである。これを図示すると図 4 になる。
多治見西浦屋と多額な取引していた新潟の陶商，杉山政蔵，播磨屋勘三
郎，植木屋長右衛門，伏見屋岩蔵，布屋忠吉など10名の有力陶商は伊万里
陶商武富家とも大口取引をしていた
（53）
。このことは九州（仕入）と出雲，越
中，越前，越後，出羽（販売）を結ぶ陶磁器取引ネットワークが幕末期に
拡充し，肥前・筑前で積み込まれた有田焼に下関で瀬戸美濃焼が混載され
て，新潟商人によって日本海沿岸に売り捌かれていたことを示している。
このように近代移行期の西廻り海運による日本海沿岸への陶磁器流通の
基幹部分を担っていたのは新潟陶商であった。彼らの買入れは伊万里津で
図 4　回漕による有田焼・瀬戸美濃焼の流通
?
?
??
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の有田焼が中心であったが，大坂における佐賀藩仕組にも新潟商人は参加
しており，大坂でも有田焼を買い入れていたほか
（54）
，明治 2 年に佐賀藩主導
で設立された販売会社伊万里商社から新潟陶商は胴金の貸し付けを受けて
いた。また新潟陶商は西浦屋大阪店，名古屋陶商土佐屋，多治見西浦屋と
も取引しており，新潟陶商は全国の主要製品を直接買い入れていたのであ
る。一方，西浦屋東京店も新潟商人と仕入・販売の両面で取引をしており，
これらの動向から推察すると，新潟陶商は全国的な陶磁器取引ネットワー
クを結ぶ主体であったと考えられる。
新潟には専業の瀬戸物問屋が多数いて，「（瀬戸物店者）筑前辺廻船ニも
積参，会津産之品者川舟二而参，或者当所者京都始尾州名古屋，又者筑前
今利其外所々之産物直仕入仕，近国近郷並町方江もおろし小売共仕候」と
あり
（55）
，有田，瀬戸美濃，京，会津本郷焼など各地の陶磁器を仕入れた新潟
陶商は信濃川流域や近在近国へ卸売り・小売りをしていたほか，下北半島
田名部へも「新潟物」と称された物資として茶碗・小皿を移出していた。
（ 4）内陸部の取引網の定着・緻密化
重量のある陶磁器の移出は近代の鉄道輸送網の成立以前は河川，海上輸
送による比率が高く，陶磁器取引網の主要部分は港町を結んだものであっ
た。このほか継続的な取引関係は産地（多治見・京・信楽）問屋と地域市
場の拠点（近江川相，信州薮原，高崎，前橋，足利）の商人との間でも成
立しており，内陸部での陶磁器取引網も定着していた。港町に荷物を送り，
そこを拠点に周辺地域に販売していく行商も商圏・取引額ともに小規模で
はあったが地域市場内で形成されたミクロな取引ネットワークであった。
紀州箕島商人の関東一円の行商圏（図 1 ）や西浦屋大坂店の定宿を拠点
にした四国，中国地方への販売も地域市場のネットワークを基盤に販売を
拡大したもと言えよう。
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おわりに
幕府公許江戸十組問屋と藩専売参加仕組問屋が流通の主導権をにぎって
いた江戸市場では
（56）
，幕末期においても新興商人層が参入するには何らかの
特権，つまり藩権力の保護，または特権商人との提携が必要であった。形
骸化したものであっても特権を“装備”しなければ参入できなかったとこ
ろに，弱体化しつつも簡単には打ち破れない江戸市場における特権的流通
編成の排他性の存続が確認できる。
江戸における専売制のうち早期に成立，展開したのは水戸藩，紀州藩，
会津藩の専売制であり，陶磁器の主要製品である瀬戸美濃焼の集荷販売
が尾張藩陶器専仕組によって独占されていたこと，さらに幕末期の江戸に
おける諸物資の国産仕法による流通独占機構編成を御三家水戸藩，紀州藩
が主導したこと，これらから江戸の幕府膝下の市場としての構造的な特質，
政治的な規定性が想起されるのである。
幕末維新期の在方商人による地方市場の拡張と，回漕網の充実，隔地間
の直接取引による全国的な流通ネットワークの成立は，国内市場形成に向
かう新たな流通編成の動きとしてめざましいものであった。流通の拠点
となる取引先を「点」とするならば，それを結んだ「線」は言わば流通網，
流通編成である。商取引である以上，肝要なことはその線の「太さ」，す
なわち取引高や収益性であろう。近代移行期の流通編成のなかで，実質的
にはどの市場がもっとも収益があったのか，経営分析から収益性をとらえ
る視点も重要である。
本稿では西浦屋の売上高から維新期の陶磁器市場の規模を推察した。多
治見本店の慶応 2 年の「諸国売揚高調」では全売上高 2 万7200両余のうち，
江戸 1 万2800両余，大坂3200両余で中央市場が全売上の約60％を占め，江
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戸売りは総売上の半数を占めていたのである。この数字は大量販売をする
ことができた市場が依然として江戸・大坂であったことをあきらかにして
いる。
また，明治 9 年の東京市場では旧佐賀・紀州・筑前各藩の国産仕法の遺
制と思われる販売組織が存続し，佐賀藩出資の伊万里商社も営業してい
た。このほか，同12年には紀州藩陶器仕組に加入していた箕島陶商が紀陶
社（深川）を設立するなど，主要産地の東京市場重視は維持されていたの
である。
小稿で取り上げた東京市場の陶磁器取引は明治 9 年までの素描にすぎな
いが，明治10年前後にもっとも量販できた市場は東京であり，主要販路は
やはり東京，大阪であったことには変りがなかった。江戸は幕末期には
150万人の人口をかかえた大消費市場であり，日本最大の求心力をもつ市
場であった。明治初期の西浦屋東京店の取引を瞥見した限りではあるが陶
磁器取引においては，近世的な特権的，独占的な流通編成は完全には解体
していなかったのである。
注
（ 1 ）　巨額な藩債を抱えた西南雄藩佐賀藩は藩財政再建と軍事力増強を実現するため，
嘉永期に領内産有田焼を対象とする藩陶器専売制を農村政策である「均田制度」と
連動させて実施し，殖産興業・富国強兵策の基盤を形成した（山形万里子「佐賀藩
藩政改革における『均田制度』と陶器専売制」『社会経済史学』第59巻 2 号，1993年）
（ 2 ）　『伊万里市史』通史編，2000年，315頁。
（ 3 ）　南部領田名部には大坂からの廻船来航の他，北前船で新潟から瀬戸物，小皿が搬
入されていた（鳴海健太郎『下北の海運と文化』，北方新社，1977年，129頁）。
（ 4 ）　佐賀藩陶器仲買「奉差上根証文集」（大阪府立図書館蔵）。
（ 5 ）　大阪陶器仲間「上積一ヵ年見積簿」（徳川林政史研究所蔵）。
（ 6 ）　田中天涯編『大坂瀬戸物町の沿革』（1930年）23頁。
（ 7 ）　同上書，33頁。明治10年頃，大阪の陶磁商が集まって伊万里物を専売する会社
「盟信社」を設立した際の会社役員に，西浦屋の二人が就任していたことからも，
当時の大阪陶磁器商のなかでの西浦屋の地位がうかがえる。
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（ 8 ）　大坂は商品取引市場としての集散機能は希薄化していたが，領主経済に対する金
融市場としての地位・機能は存続ないしは強化されていた。
（ 9 ）　大坂店「取引先名前書」（年欠）多治見西浦家文書。
（10）　西浦屋江戸店 元治元年～慶応 3 年各年「店卸勘定帳」。
（11）　『山形市史』中巻，近世編，1971年，674頁。
（12）　明治25年 4 月発行『日本全国商工人名録』506頁，529頁。直江津（今町港）は
日本海海運の新潟と並ぶ主要港で，ここから信州など内陸部へ物資が移入された
（『新潟県史』通史編 5 ，近世三，1988年，425頁）。
（13）　『有田町史』商業編Ⅱ， 6 頁。
（14）　江戸店各年「店卸勘定帳」には「相馬焼，奥州土瓶，水戸土瓶」仕入の記載があ
る。
（15）　万屋久兵衛は嘉永 4 年の問屋株仲間再興時の瀬戸物問屋（「諸問屋株帳」『旧幕引
継書』第 4 集）。
（16）　近世後期の糴売・糴買の解釈をめぐっては，「糴売買は問屋㸫仲買間の卸売のよ
うな固定的な関係に基づく売買とは異なる流動的な不特定多数を相手とした売買で，
この取引の対極には問屋・仲買による閉鎖的な売買が存在し，糴売買はそのような
固定的な流通構造の枠外に生じた正規外の取引」という解釈がなされている（原直
史「流通史研究の新展開」（『歴史評論』No.564，校倉書房，1997年）。
（17）　大坂商業習慣録」（『大坂商業史料集成』第1輯）205頁。
（18）　西浦円治による美濃陶業地の掌握，尾張藩陶器専売制との結合関係については，
山形万里子「尾張藩陶器専売制と美濃焼の流通―取締役西浦円治を中心に―」（『藩
陶器専売制と中央市場』　日本経済評論社，2008年，第 1 章）で詳説されている。
（19）　信州藪原の蔦屋武兵衛の遠隔地間取引については，高村直助「木曾商人の遠隔地
商業」（山口和雄・石井寛治編『近代日本の商品流通』東京大学出版会，1986年）
で取りあげられている。
（20）　多治見西浦屋と取引していた山形商人，佐藤利兵衛，佐藤利左衛門，高田為次郎，
佐治吉右衛門，丸屋長吉はいずれも山形藩御用達商人の富商で，呉服，太物，小間
物なども扱ったがその多くは紅花の荷主問屋であった。同時に上方・酒田・江戸あ
るいは松前方面から生活諸品を移入し卸売や小売店舗を営む商人で，その多くは質
屋や金融業をも兼営していた。西浦屋との美濃焼取引は副次的な商いでしかなかっ
た（『山形県史』　中巻，近世編，612～684頁）。
（21）　『瀬戸市史』陶磁篇三，1980年，162頁。
（22）　明治 2 年 7 月　土佐屋半次郎「東京大阪諸国地瀬戸物代覚」（麻田吉田家文書）。
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254
淡路，四国などの地方売りでもみられたが，現在も有田の陶商は全国各地の得意先
に見本販売をしている。陶商の見本販売は全国各地の産地問屋に共通する販売方式
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（25）　『箕島町誌』238頁，『有田町史』商業編Ⅱ，107頁。
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（27）　『多治見市史』窯業史料編，No.212史料，嘉永 7 年 4 月「三州高浜抜荷物買戻し
覚」。
（28）　京都五条坂・沢屋吉兵衛家文書「（嘉永七年）店卸勘定帳」。
（29）　西浦円治と尾張藩との共生関係も同様であった（山形万里子「尾張藩陶器専売制
と美濃焼の流通―取締役西浦円治を中心に―」『藩陶器専売制と中央市場』藩陶器
専制と中央市場』第 1 章）。
（30）　柚木学編『諸国御客船帳』上巻 清文堂出版，1977年，437頁。
（31）　「伊万里歳時記」巻之二（『伊万里市史』本篇，436頁）。
（32）　長崎県勧業課「明治11～12年　河岸場出入船荷物品調」（佐賀県立図書館蔵）。
（33）　清水幸一『弁才船と加賀藩海運』桂書房，2009年，101頁。
（34）　佐賀藩の陶器専売制と関連した藩札胴銀貸付仕法の利殖を引受けていた兵庫銀主
豪商北風荘右衛門も有力な廻船船主のひとりであった（山形万里子「幕末期佐賀藩
富国策の展開と陶器専売制」『社会経済史学』第69巻 3 号，2003年），石井謙治『和
船』法政大学出版局，1995年，36頁，牧野隆信『北前船の時代』教育社，1979年，
234頁。
（35）　柚木学　講演録「日本海海運史と北前船研究」（『弁財船と加賀藩海運』308頁）。
（36）　同上書　309頁。
（37）　『諸国御客船帳』上巻　口絵写真。
（38）　牧野隆信『北前船の時代』教育社，117頁。
（39）　東日本では陶磁器を総称して「瀬戸物」と言い，西日本では「唐津物」と言う（唐
津焼の焼成技術を基盤に肥前磁器は創製された）。富山・神通川河岸の川舟商売の
職業名に「唐津物瀬戸物商」があった（『弁財船と加賀藩海運』111頁）。
（40）　同上書　28頁。
（41）　牧野隆信『北前船の研究』法政大学出版局，1989年，373頁。
（42）　木部和昭「長門・石見廻船と地域社会」（『日本海域歴史体系』第 5 巻，近世篇Ⅱ，
清文堂出版，2006年，315頁）。
（43）　『内国為替取扱実務』銀行研修社，1995年，68頁。西尾信一編『金融取引法』法
律文化社，2001年，196頁。
（44）　加藤一郎他編『銀行取引〔第 6 版〕』有斐閣，1997年，317頁。小塚壮一郎他著
『支払決済法―手形小切手から電子マネーまで―』商事法務，2010年，84頁。
（45）　牧野隆信『北前船の時代』教育社，1979年，185頁。
（46）　角田直『北前船と下津井港』手帖社，1992年，14頁。
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（47）　明治 2 年 7 月　土佐屋半次郎「東京大阪諸国地瀬戸物代覚」。
（48）　兵庫，名古屋での手形取引の大部分は隔地間取引に用いられていた（作道洋太郎
『日本貨幣金融史の研究』未来社，1961年，253頁）。
（49）　『伊万里市史』陶磁器編，533頁。
（50）　美濃仲買商人は尾張藩（のちに幕領笠松役所）から輸送手段別の大株・中株・小
株の仲買鑑札が交付され販路が規定されていた（山形万里子「幕末期の美濃焼物の
販売市場と輸送」『藩陶器専売制と中央市場』第 6 章，日本経済評論社）。
（51）　渡辺信夫「海運史上の酒田」（『日本海運史の研究』第 3 章，清文堂，2002年）
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知多半島総合研究所編『北前船と日本海の時代』校倉書房，1997年）161頁。
（52）　谷本雅之「日本開港後の綿製品の流通」（杉山信也編『近代アジアの流通ネット
ワーク』創文社，1999年，32頁）。
（53）　新潟の布屋忠吉，寺田屋善次郎，内藤権兵衛，伏見岩蔵，松江の森脇屋儀兵エ，
下関の原屋清右衛門，虎屋安右衛門は明治25年刊行『日本全国商工人名録』によれ
ば，いずれも「各国陶器卸商」「各国陶器商」と記載されている。
（54）　布屋忠吉の印判には「越後新潟瀬戸物町」（『伊万里市史』，陶磁器編，535頁）と
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（55）　安政 6 年11月「新潟表産物類取調書付」（『新潟市史』資料編二，近世 1 ）594頁。
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藩・尾張藩・紀州藩の藩陶器専売仕組への加入が経営上，重要であった（山形万里
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子「大坂・江戸における陶磁器流通」『藩陶器専売制と中央市場』第 5 章）。
